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魚類部　主任研究員　山　田　嘉　暢

ヒラメは（社）青森県栽培漁業振興協会が平成

２年度から全国に先駆けて栽培事業の対象魚種と

して種苗生産が開始され、天然魚由来の養成親魚

から得られたふ化仔魚を飼育して50mmサイズ

の種苗を200万尾から400万尾の放流実績をあげ

てきました。

しかし、依然として鰭の縁辺部に沿って黒化す

る「Aタイプ」と呼ばれる体色異常魚が高率で出

現しますが、近年の工夫により黒化が重度の

「A+++、A++」であれば年により２～３割くら

いまで減らすことができるようになりました。一

般に、水揚げされた体色異常魚は天然魚と比較し

て単価が安いことが指摘され、漁業関係者から

「体色異常のないヒラメ」の種苗放流が求め続け

られています。しかし、ヒラメの種苗生産が確立

される前の昭和40年代頃は、アルテミアの栄養

強化技術が確立されていなかったため、有眼側が

まっ白な白化個体がほとんどでした。その頃と比

べれば、現在生産されているヒラメの表側は正常

な体色で裏側もごく軽微な黒化の個体が多く、き

れいなヒラメを生産しており、確かな技術の進歩

があります。

ヒラメの体色異常魚の出現については様々な研

究が行われ、種苗生産時期の餌に関係があること

が明らかにされ、仔魚の時期に栄養的に改善され

た餌を給餌することで、体色異常の防除に効果を

あげています。

黒化のまったくない
ヒラメを生産した機関の報告

北海道から茨城県までの太平洋に面する道県で

ヒラメ種苗生産関係機関および（独）水産総合研

究センター宮古栽培漁業センターで組織する「太

平洋北ブロック栽培漁業協議会ヒラメ分科会」で、

茨城県温排水栽培漁業協会から「無眼側の黒化が

ほとんどないヒラメが生産できた。」という非常

にショッキングな報告がありました。そこでこの

機関の飼育方法が公開され、再現性の有無につい

て青森県を含む他の種苗生産機関で飼育実験を

行ったところ、ほぼ同様の結果が得られ、無眼側

の黒化防除として大きな効果があることが確認さ

れました。以後この飼育方法を「茨城方式」と名

づけ、種苗生産機関で飼育の手本として検討され

ることになりました。当所における「茨城方式」

の試験結果については別の機会に詳しく説明して

いきたいと思います。

体色の発現

ところでヒラメの体色異常はいつ頃から始まる

のでしょうか？これを知るには体色の発現につい

て調べていく必要があります。今回は当所で種苗

生産したヒラメ人工魚を材料に用いて「仔稚魚の

体色」とくに黒色素胞にスポットをあてて、その

発現と消失過程について解説したいと思います。

ヒラメの体色

体色の発現に関与する細胞を一般に、「色素細

胞（しきそさいぼう）」と呼んでいますが、ヒラ

メ成魚の体表に存在する色素細胞は、色素顆粒

（しきそかりゅう）の成分によって黒色素胞、黄

色素胞、白色素胞、虹色素胞の４種類に分けられ

ます（青海，1997）。

黒色素胞には幼生型と成魚型があり、個体差は

ありますが有眼側では、幼生型の黒色素胞は、ふ

化後から後期仔魚のEステージ頃まで発現し、

徐々に消失して稚魚期から幼魚期までの間に成魚

型に変わります。一方、無眼側ではふ化後から後

期仔魚のEステージ頃まで出現しますが、その後

消失していきます。（塩垣，1999）によるとこの

２種類のヒラメの黒色素胞の形態について、次の

ように述べられています。

消失する幼生型の黒色素胞の形態

初期において大型で星状に伸長した形態を示す

ことが多い。白化個体の有眼側、無眼側の白色と

なる部分には共通した形態を示す。それが消失し



ていく過程で次第に分布が疎らとなり且つ小型化

し、30mm前後では微小な点状に縮小し、最後

に消失する。

発達する成魚型の黒色素胞の形態

浮遊期仔魚に見られる特有の色素分布は一次色

素分布と呼ばれているが、この期間に見られる色

素胞がその付近で微小な色素胞集団に変化する。

この場合、顕微鏡下でそれぞれの色素胞が独立し

て見えることは少ない。いわゆる密布型を呈する。

有眼側の色素胞の発達過程

有眼側の色素胞の発達過程について図を見なが

ら解説します。ふ化直後（図１）には黄色素胞と

星状をした幼生型の黒色素胞が発現した状態で生

まれてきます。そして成長とともに黄色素胞を残

しながら、星状をした幼生型の黒色素胞が発達し

てきます。仔魚期の色素胞は生きている状態では

きれいに発現していますが、死ぬと黒色素胞以外

は消失してしまいます。虹色素胞はふ化後、眼な

どに発現してきます。眼に光を当てるとギラギラ

するのは、この色素胞のためです。黄色素胞は後

期仔魚のAステージ（図２）からCステージ（図

３）の頃までは良く発現していますが、成長とと
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図１　ヒラメ前期仔魚：全長約3.4mm

図２　黄色素胞がよく発達したヒラメ後期仔魚：

Ａステージ　全長約3.9mm

図３　ヒラメ後期仔魚：Ｃステージ　全長約6.1mm

図４　ヒラメ後期仔魚：Ｆステージ　全長約9.4mm

図５　ヒラメ後期仔魚：Ｇステージ　全長約11.2mm

図６　ヒラメ後期仔魚：Ｈステージ　全長約12.5mm



もに星状をした幼生型の黒色素胞が発達して体全

体がやや黒っぽくなり、黄色素胞はあまり目立た

なくなります。そしてFステージ（図４）になる

と黒色素胞はさらに大きな星状になり、中心のみ

黒い色素を残し樹枝状に大きく広がっていきま

す。Hステージ（図５）からIステージ（図６）

になると幼生型の黒色素胞が消失しつつ成魚型の

黒色素胞が発現していく過程にあります。右眼が

有眼側への移動が終わったJステージ（図７）に

なると成魚型の小さな黒色素胞が頭部から体全体

に、また背鰭、腹鰭によく発達してきて、全体的

に黒っぽくなっていきますが、まだ幼生型の色素

胞が散在しています。しかし尾鰭にはまだあまり

黒色素胞は発達していません。無眼側の黒色素胞

の消失過程については（塩垣，2000）に詳しい

図と解説があるので、こちらを引用します。

無眼側の一次黒色素胞の消失過程

消失過程の初期の特徴は、幼生型黒色素胞の樹

枝状の広がりが最大規模に拡大し、中心部だけが

黒く周辺部は薄い黒色をしてきます。ついで食細

胞による黒色素胞の崩壊過程で、形態は不定型に

乱れて、次第に色素胞が小さくなり、終期には散

在する微小な点状となる。そして最後には消失す

るのが正常な消失過程で、白い無眼側が完成する。

このようにヒラメの体色は有眼側と無眼側とが

別々に、複雑な色素胞の発現と消失を経て成魚の

体色になります。この体の左右性を制御している

のが変態ホルモンであり、部分的に右が左になろ

うとしている現象の表れの１つが黒化という体色

異常として発現すると考えられます（この逆の現

象が白化）。

種苗生産では、なるべく種苗にストレスを与え

ないで飼育環境の悪化による魚病を発生させな
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図７　ヒラメ稚魚：Ｊステージ　全長約14.0mm

図８　無眼側の一次黒色素胞の消失状況

Ａ：黒色素胞消失の初期段階（全長20.0mm）、

Ｂ：黒色素胞崩壊中の不定型化色素胞（全長

19.0mm）、Ｃ：さらに崩壊の進んだ形態（全長

19.0mm）、Ｄ：ａ消失終期の散在する小さな点

状の黒色素胞；ｂ，Ａタイプの黒化部位の微小

黒色素胞群（全長25.0mm）。
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いことが、体色異常魚の抑制のための最低必要条

件です。また初期餌料であるワムシの活力を高

め、栄養強化に用いることも重要な要素です。

平成13年までは、かなり改善された飼育環境下

においても無眼側の黒化を完全に防ぐには至って

いませんでした。次回は茨城方式による飼育試験

の結果とその種苗の評価について紹介したいと思

います。
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青森県水産総合研究センター
増養殖研究所公開デー

増養殖研究所の公開デーが９月21日（日）に平内町夜越山森林公園で開催されました。

昨年に引き続き「ほたての祭典2003」に参加する形で同会場の一角に、当所の研究

内容を伝えるパネルの展示や、ホームページのデモ、ホタテガイの浮遊幼生を観察で

きる顕微鏡、ホタテ養殖資材を展示しました。さらに昨年子供たちに人気のタッチ

コーナーとして、生きたヒトデやサザエ・ウニ・ナマコ・ホヤが入った水槽を用意し

ました。ホタテガイ重量当てクイズを企画しました。このほか来場者への記念品とし

て、当所の要覧や仕事の内容を分かり易く伝える特製の下敷き、ホタテ稚貝の殻を入

れた小袋、アンケート用紙を準備しました。

来場者はおよそ三千名に達し、対応に追われ忙しかった反面、漁業者以外日頃接す

る機会が少ない一般県民の方々からの質問、ホタテガイや魚の生態・陸奥湾の特性、

等に答える中で日常取り組んでいる仕事に向かう新たな熱意を奮い立たせられる一日

となりました。アンケートを通じて寄せられた要望は次回の開催に活かせるようにす

るとともに、漁業者や県民にとってより身近な研究機関となるよう一層の努力を誓っ

たところです。（公開デー実行委員会）

ホタテガイ重量当てクイズの正解と当選者

正　　解：2,165ｇ（活ホタテガイ10枚）

応募者数：897名

当 選 者：１等 福士博司（2,163ｇ）、２等 斉藤さなえ（2,160ｇ）、３等　吉

井誠（2,160ｇ）、残念賞 沼村久美子（2,156ｇ）、久保田忠雄、村

舘一成、川村繁男、吉田実来、村上睦雄、米谷智憲、大西公紀、上

野智弥、櫻田遥加（2,130ｇ）

注：２等と３等は抽選により決定しました。


